
■その他の代表的なコード（dim, sus, aug）  
●ディミニッシュ・セブンス・コード (dim)  
・ディミニッシュ・セブンス・コードはルートの上に短 3 度を 3 つ重ねてできていて、 
 ルートと第 7 ⾳の関係が減 7 度になります。 
 
 
・ディミニッシュ・セブンス・コードは Cdim7 のセブンスを省略して Cdim と書かれるのが⼀般的です。 
  

  ※C7 の第 3 ⾳、第 5 ⾳、第 7 ⾳をそれぞれ 
    半⾳ずつ下げる(diminished)。  
 

 
●サスフォー・コード (sus4) 
・サスフォー・コードはメジャー・トライアドの第 3 ⾳を第 4 ⾳にのばして（suspend）つくられる 
  コードです。 
 

 

 

 

 

●オーグメント・コード (aug) 
・augmented（増加された）コードという意味で、メジャー・トライアドの 5 ⾳が半⾳増加されたもの。 
  各⾳の間隔は⻑ 3 度となります。 
・第 5 ⾳を半⾳上げることから Caug の代わりに 
 C+5 とか C#5 と書かれることもあります。 
 

 

 

 

 

 

 ■具体的なコードの⼀例 
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